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≪理事長 岩崎 俊雄≫

『令和４年度事業について』
～原点に返って～

昨年度は、「新ひのきの杜」整備事業を完了させ、第５次アクションプラン21の目標の一

つであった「ひのきの杜共生」及び「愛晃の杜」の大規模改修工事に着手するとともに、「す

ぎのこ」改修整備計画についての最終調整を行いました。残念でしたが、すぎのこ改修整備関

連事業については、諸般の事情で本年度に繰り越しとなってしまいました。

過日開催した令和３年度最終の理事会において、これらの整備関係の報告の他、令和４年度

事業計画及び当初予算関連議案についても了承、承認されました。同時に、人事案件として、

落合恭子みずほの家所長及び高橋洋子愛晃の杜・のあの杜課長等の定年退職と再任用、長谷川

孝範すぎのこ所長の再任用終了に伴う後任に、青木直人包括支援すぎのこ所長の兼任等が承認

されました。

長谷川前所長には、非常勤のすぎのこ所長補佐として当面再編整備等を担当して頂くことに

しました。同氏には、すぎのこ学園開設時と言える頃から今日まで、利用者の皆さんに寄り

添ったサービスの提供と本会発展のためご尽力頂きました。心よりお礼申し上げるとともに、

今後とも本会へのお力添えをお願いする次第です。同時に、これまで培ってきた経験を活かし、

障害を持つ方々のなお一層の福祉向上のため、ご活躍されることを祈念いたします。

相前後して、母校である日本社会事業大学の卒業式、入学式に参加し、同窓会長として激励

の言葉を述べる機会を得ました。コロナ禍にあって、対面ではなくオンライン方式を一部併用

した方式で開催され、新たな門出に当たって少々残念な気もしましたが、学長式辞、理事長挨

拶の中で、校歌の一節にある『忘我の愛と智の灯』が福祉の基本である、とのお話を頂き、感

激しました。私は、折に触れ同様のことをお話しさせて頂いてきましたが、学長、理事長自ら

がこれについて触れられたことは、記憶にありません。

福祉の心、慈悲の心と、人間尊重、人権確立という冷静な頭脳を併せ持つ福祉のトップリー

ダー、ソーシャルワーカーの養成が、今こそ求められているのではないか、と個人的に思って

います。そのことが教育関係のトップの言葉として述べられたことに深く感動したのです。そ

して、そのことを深く理解している本会の職員に改めて感謝するとともに、なお一層の協力を

得て、今年度事業計画の達成に向ける所存でおりますので、皆様には、今年度も相変わらずの

ご支援、ご指導を賜りますようお願いいたします。



辞令交付式

4月1日、もくせいの里別館において、辞令交付式を執り行いました。新採用職員8名、経験者
採用１名の新しいメンバーを迎えると共に、登用職員、昇格職員等にも理事長から辞令が交付さ
れました。さらに、訓示をいただき、職員としての決意とすぎのこ会への想いも深まったことと
思います。雨もあがり、満開のしだれ桜、菜の花の前で記念撮影を行い、今年度採用の職員、登
用職員の皆さんは、岩船山の法人慰霊碑にも参拝しました。故人の名前が刻まれているお地蔵さ
んが、私たち職員を見守ってくださいます。「一隅を照らす」の言葉を忘れず、すぎのこ会の職
員として共に歩んでいきましょう。

還 暦

おめでとうございます！

感 謝

長谷川所長、本当に
お疲れ様でした。
引き続き、すぎのこ
所長補佐として、
すぎのこ会を支えて
下さい。よろしくお
願いします。

y.Takahashi

～表彰・国家資格等合格者～
＊日本知的障害福祉協会 知的障害者福祉事業功労者表彰

青木 直人（包括すぎのこ）
野澤 庸子（けやきの家）渡辺 敬江（もくせいの里）

＊関東・甲信越地区身体障害者施設協議会 会長表彰
20年：池沢 アエ子・飯島 真弓（ひのきの杜）
10年：近藤 慧実（ひのきの杜）

＊栃木市社会福祉協議会 会長表彰
稲葉 一夫（あすなろ） 金沢 江世（あすひ）
落合 洋子・松本 依久子（花水木） 塚崎 和則（けやきの家）

◎介護福祉士合格
羽田祐香（ひのきの杜共生） 寄川 恵莉子(愛晃の杜）
土屋 知美（やまと） 馬場 今日香（みすぎの郷）
佐山 瑶（ひのきの杜）

◎社会福祉士合格 臼井 絢音（もくせいの里）
◎介護支援専門員合格 板川 裕子（みすぎの郷）
◎准看護師合格 小林 千華（あすなろ）
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k.Ochiai
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✿ 各事業所 令和４年度の抱負 ✿

― ひのきの杜 ―
ひのきの杜の今年の目標は『認めあい・助けあ
い・伝えあい・話しあい・磨きあい』の5つの
あい（愛）です。職員全体で同じ方向を向いて
支援を行えるよう、相手を尊重しあい、より良
い利用者支援につなげるため、チーム一丸と
なって尽力します。コロナ禍にあっても、利用
者の皆さんが「楽しい」「嬉しい」と感じられ
るような支援を展開します。 課長：秋澤慎也

― ひのきの杜共生 ―
今年度は、施設の改修工事、再編が進み、利用者
の皆さんをはじめ、職員にとっても変化の大きな
年になります。困難な課題や不安な気持ちは大き
いですが、それ以上に、本人らしい、より充実し
た生活環境を作っていけることに対して、期待に
胸を膨らませています。皆さんと共に悩み、アイ
デアを出しあいながら、前進していきます。

総括主任：坂本明久

― もくせいの里 ―
美味しいものをたくさん食べたい！元気いっぱい身体を動かしたい！家族と会って話しがしたい！いつ
までも健康に過ごしたい！コロナ禍の中でもそんな願いを実現できるよう、もくせいの里職員一同で知
恵を絞ってまいります。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 次長：佐藤和孝

― けやきの家 ―
けやきの家は、地域における「福祉の玄関」と
して、曲ヶ島エリア事業所の繋がりを強化し、
皆様にとって安心安全なサービスを目指してい
ます。新たな取り組みとして、日々の日中活動
のなかに「自己選択」できる機会を提供してい
ます。「挑戦したい！」、「やってみたい♪」
気持ちを持って、自分の世界を広げていく、そ
んな未来を大切にする場所でありたいと、私た
ちは願います。心を一つにし、今年度も“One
team”で頑張ります☆ 所長：輕部愼吾

― はまなす ―
新年度が始まり、活動前に今年度の抱負を話
す機会がありました。利用者さんからは「活
動を楽しみたい」、「給食完食！」、「元気
にはまなすに来る」との声が。春休み中だっ
た学童さんからも「高校1年生がんばる
ぞ！」等々、たくさんの抱負を聞くことがで
きました。今年度も、明るく元気に、楽しい
活動をしていきます。

支援主事：五江渕茜


